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＜連絡事項＞

・9/19（火）AM9：30～青南病院のエレベーターとリフトの点検があります。

点検中は使用不可となりますのでご了承ください。

＜患者様連絡事項＞

・宮崎　榮子様～14時15分、療養環境変更目的にて東C→南Dユニットへ転出となっている。

・三津谷　新一様～病状悪化の為、東A8号室→東合併症室へ転室となっている。

・阿部　憲幸様～療養環境変更目的にて東合併症室→東Cユニットへ転室となっている。

・大久保　すい様～療養環境変更目的にて東Aユニット→東Bユニットへ転室となっている。

・川村　早苗様～9/9頭部CT必ず施行するよう指示あり。拒否した時はトリクロリールシロップ内服し、再度施行するよう指示。

・大西　春幸様～介護認定訪問調査9/11　14：30。

　　　　　　　　9/12　10時南山苑へ退院予定。退院処方は14日分処方となっている。

・小出　秀男様～本日排便-5日確認できていないため、馬渡Drへ報告し、ケンエーG浣腸60ml処方となる。月曜日の午後に心理検査(HDS-R、MMSE、CDT)実施予定。

・渡邊　愛希様～本日、排便-5日なし。昨日と本日シンラック液服用している。本人より漢方希望あり、伊藤Drへ報告し、桃核承気湯1P　1×便秘時　5回分処方となる。便秘時の継続指示追加となっている。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。女性に関する発言や妄想様発言は無く対応穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。奇声をあげながらホール内徘徊する事あるが、他者トラブルは無い。本日母付き添いで外出に行かれている。本日、17:00帰院予定。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・澤口　利香様～食事摂れている為、売店で3日分の間食購入している。引き続き食事量の観察と精神症状の観察を行っていく。

・藤井　崇史様～タバコに執着した妄想様の言動きかれ、宮地　久美子様へ詰め寄る様子　　　　　　あるがトラブルには発展していない。精神症状の観察と所在確認し見守りをしていく。

・工藤　蓉子様～朝食は主食5口、副食1/5。昼食は反応緩慢で不食している。介助にて内服は出来ている。点滴はルート弄りみられずにトラブルなく経過。介入に対し抵抗する様子あるが、暴力行為はない。下腹部膨満・圧痛あり。田名部Drへ報告し、導尿指示とメイン点滴に混点しているアナフラニールは処方分中止（9/12まで）、臨時薬でドグマチール・ミルナシプラン処方となる。導尿施行し、排尿1200ml破棄。以後、膨満改善している。精神症状の観察と口腔ケアの励行、確実な服薬を行っていく。

　　　　　　　

・三津谷　新一様～合併症室へ移動。痰絡みあるが自己排痰可能。酸素飽和度90％。他バイタルサイン異常なし。伊藤Drへ酸素飽和度低いこと報告し、経過観察の指示となる。

・中居　松男様～気分高揚あり、易怒的となることあるが他者トラブルはなし。引き続き、精神症状の観察を行い、他者トラブルのないよう看護介入行っていく。

・下村　慶子様～昨日より倦怠感、身体の傾き、歩行困難さの訴え聞かれている。経管栄養中、左への傾きみられている。薬剤調整行っている為、副作用の有無等に注意し、観察行っていく。

・大光　雄人様～食事はホールへ配膳し、1時間程時間を掛け、摂取している。他者交流も

　　　　　　　　みられ、訴え等はなく経過している。

・小笠原　澄子様～帰宅要求・妄想訴えあるが行動化はなく経過している。

＜安ケ平Dr診察情報＞

・木村　格治様～来週の定期より、センナリド７錠→1錠へ減薬。それまでは、下剤の自己調整可と医師より指示あり。　　　　　　　　

＜田名部Dr診察情報＞

・大光　雄人様～強迫症状あり、しばらくはフルボキサミン中心の薬剤治療を進めていく。　　　　

　　　　　　他に行動療法的アプローチも考えていく。

・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となっている。

・猪石　和宏様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・澤村　彬様～レボトミン増薬、他同内容で臨時薬7日分処方となっている。

・高田　マキ様～ハロマンス本日右肩に筋注している。

・丹内　栄子様～臨時薬はコントミン増薬（12.5mg→25mg）で7日分処方となっている。

・瀧澤　杏奈様～夕にクエチアピン追加し、ルーラン減薬（8mg→4mg）し他同内容で臨時薬7日分処方となっている。

・畑中　成夫様～臨時薬バチール7日分処方。

＜新入院患者様情報＞

氏　　名：大光　雄人（だいこう　ゆうと）様

生年月日：平成10年9月4日　19歳

性　　別：男性

病　　名：強迫性障害

病　　棟：東病棟Bユニット

入院形態：任意入院

主 治 医：田名部Dr

（経過）

　H28年5月頃から身体の様々な不調があり、不安が強く他科を受診。異常所見なく、H28.9.14白山台メンタルクリニック受診。症状改善なかったが、仙台の大学へ進学するも不安強く休学し八戸へ帰省。以後、本人希望であおぞらクリニックへ変更。他人を傷つけてしまうのではないかと言う強迫思考があり、不安が強い状況でありＨ29年9月7日17：20症状改善・薬物療法目的で東Bユニットへ任意入院となる。

・家族洗濯（1週間に1回は取りに来る）

・買い物カードなし

・携帯は返却。使用は控えるよう伝えている。

